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成依存性を解析し、Ti-Nb-Zr 合金系においてマルテンサイト変態を抑制しβ相単相になる臨界の Nb 濃
度が Zr 添加量の増加に伴い減少することを明らかにしている。また、ヤング率は Nb 濃度の減少に伴い
低下し、β相単相になる臨界組成で最小値を示した後、Nb 濃度がさらに減少しマルテンサイト相が形成
すると上昇することを実証し、マルテンサイト変態誘起応力とヤング率は強い相関があることを明らかにし
ている。また、Zr 濃度の増加に伴いヤング率が最小になる Nb 濃度が低下すること、およびそのヤング率
の値が Zr 濃度の増加に伴い低下することを明らかにしている。その結果、Zr の添加はβチタン合金のヤ




下限組成の e/a を減少させるためであることを提案している。さらに、既存の Bo-Md マップの相境界線に
ついて修正を提案し、ヤング率と Bo-Md の関係について新たな知見を得ている。 
第４章では、第３章で提案した合金設計指針に基づき、低ヤング率と高強度を併せ持つ新規合金を開
発している。固溶強化のため Mo を、e/a を低下させるため Sn を添加した Ti-Nb-Zr-Sn-Mo を
設計し、力学特性、変形挙動、集合組織に及ぼす Mo 濃度の影響について調査した結果が記され 
ている。Ti-Nb-Zr-Sn-Mo 合金は、Ti-Nb-Zr 三元合金に比べ最大強度が上昇することを実証し、
































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（  工学  ）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
